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▼ 犬飼滝
高さ36m、幅22m、滝壺幅33mの滝は、新か
ごしま百景の第１位にも選ばれた。豪快に水
が流れ落ちる迫力ある様子が壮観。

【
背
景
】

● 

高
速
道
路
の
大
規
模
更
新
・
修

繕
事
業
が
旺
盛
に
発
注
さ
れ
、

維
持
補
修
関
連
工
事
が
急
激
に

拡
大
し
て
い
る
。Ｐ
Ｃ
建
協
会
員

各
社
も
、こ
の
分
野
に
関
連
す

る
技
術
開
発
の
取
組
み
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。

● 

建
設
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
で
、処
遇
改
善
や
働
き
方

改
革
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、時
間
外
労
働
時
間
の

上
限
規
制
を
前
に
、さ
ら
な
る

努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

● 

労
働
力
の
減
少
を
見
据
え
た
生

産
性
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
へ

の
取
組
み
を
よ
り
加
速
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

● 

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
危
機
感

か
ら
脱
炭
素
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。

https://www.pcken.or.jp/introduction/vision/Vision2023の詳細はこちら

新
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
委
員
会

「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
２
３
」概
要

「Vision2023」
策定に寄せて

今回の特別企画では、Vision2023の概要と、
有識者のご意見やご提案を紹介いたします。

特別企画

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
新
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

２
０
２
３
（
呼
称
：
ビ
ジ
ョ
ン
ニ
ー
ゼ
ロ
ニ
ー

サ
ン
）」「
進
化
す
る
技
術
と
社
会
へ
の
貢
献

Ｐ
Ｃ
建
協
の
未
来
地
図
」を
2
0
2
3
年
５

月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
Ｐ
Ｃ
業
界
は
大
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。昨
今
の
Ｐ
Ｃ
工
事
は
、
高
速
道

路
の
大
規
模
更
新
や
修
繕
事
業
が
全
体
の

約
半
分
を
占
め
、会
員
各
社
も
同
分
野
へ
の

事
業
拡
大
と
関
連
技
術
の
開
発
を
加
速
し

て
い
ま
す
。ま
た
、担
い
手
確
保
、処
遇
改
善
、

働
き
方
改
革
、２
０
２
４
年
度
か
ら
の
時
間

外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
、
さ
ら
に
脱
炭

素
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
解
決
す
べ

き
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
時

代
の
変
化
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
技
術
を
進
化
さ

せ
、さ
ら
に
魅
力
的
な
Ｐ
Ｃ
業
界
の
実
現
を

目
指
し
、
そ
の
実
現
を
通
し
て
社
会
へ
の
貢

献
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
う
し
た
姿
勢

と
方
向
性
を
指
し
示
す
「
道
し
る
べ
」
と
し

て
作
成
し
ま
し
た
。
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

１．“橋”のある風景
　⑴ 洗練された機能美
　⑵ 町をつなぐランドマーク

２．長寿命化社会への対応
　⑴ 耐久性の確保・向上
　⑵ 維持管理費の低減

３．未来の創造
　⑴ 安全安心な社会への貢献
　⑵ 様々な分野への展開

PC建協会員の受注額は、２０２１年度には４０００億円を突破した。工事内容として補修・補
強工事が２０２０年度には１５００億円を突破し今後も増加傾向にあり、全体受注額は概ね
堅調に推移していくものとみられる。
橋梁の新設工事では、今後も継続的な需要が見込まれる。補修・補強工事については、ＰＣ
構造物が今後も採用されていくことが期待される。
このような背景から、橋梁をはじめ建築構造物および防災・港湾施設などの重要構造物の
支えとなっていくことが、ＰＣ建協会員企業として、果たさなければならない務めとなっている。
さらに、「カーボンニュートラル」ならびに「ＤＸの推進」などへの対応についても社会への役
割を担っていく責務は大きいものとなっている。

１．市場対話

２．技術支援
⑴ ＰＣ技術、橋に関する相談への対応と各種情報提供
１）ＰＣ技術相談室
２）橋の相談窓口
３）各種技術資料の整備・提供
４）橋梁管理システム（データベース）の充実
５）施エデータの整備・提供、歩掛調査への対応

⑵ 発注者、設計者等へのＰＣ技術の浸透、支援活動
⑶ 各自治体への橋梁点検業務の支援

１．防災・減災、国土強靭化への 
　 対応
　⑴ 新設構造物の整備
　⑵ 既存構造物の維持管理と
　　 予防保全

１）インフラの老朽化の現状と  
　予測
２）維持管理技術の高度化
３）予防保全に対する取組み

　⑶ 既存構造物の修繕・更新
１）大規模修繕・更新事業へ     
　 の貢献
２）高度な技術を駆使した代
　 表的工事事例

２．ビッグプロジェクトへの対応

３．環境保全への対応
　⑴ ３つの基本方針
　⑵ 活動内容

４．海外工事への展開

● 機能性・造形性に対し優れた
対応力を見せるPC建築の魅
力の追求

● 高い耐久性を持つPC建築の
ストック型社会への対応

● PCaPC造のメリット

● 高い耐震性のあるPC建築の
防災拠点施設への展開

● 生産性向上を目指したプレ
キャスト化の追求

１．プレキャスト技術推進による
　 生産性の向上
　⑴ プレキャスト技術の活用

１）プレキャスト技術の活用推
　 進
２）プレキャスト技術の適正な
　 評価手法の提案
３）Ｕコンポ橋の標準化による
　 適用拡大

２．ＤＸ推進による生産性の向上
　⑴ ＩＣＴ・ＡＩ技術の活用
　⑵ ＢＩＭ／ＣＩＭの活用
　⑶ ロボット化、自動化技術の
　　  活用
　⑷ ３Ｄモデルを元に可能とな  
　　 る技術の活用
　⑸ 工場の生産性向上に向け
　　  た課題解決への提案

３．新技術活用による生産性の向
　 上
　⑴ 現場での合理化施工
　⑵ 新たな材料開発と活用

１．安全・安心な職場環境の充実
⑴ 現場の安全
⑵ 工場の安全

２．誰もが働き続けられる職場環
　 境の充実
⑴ 「働きやすさ」と「働きがい」
のある職場

⑵ 働き方の多様性
⑶ ダイバーシティ

３．未来を支える担い手の確保
⑴ ＰＣ技術者の育成および技
術の伝承

⑵ 若手技術者確保
⑶ 「ものづくり」のやりがい創
出

⑷ 技能実習生と特定技能外
国人の受入れ

⑸ 建設キャリアアップシステ
ム（CCUS）による技能労
働者の地位向上

⑹ 週休２日制の実現

Vision2023 進化する技術と社会への貢献  PC建協の未来地図 全体構成

第２章
インフラの整備・保全・
更新への貢献

第３章
PC建築による
価値ある空間創出

第４章
生産性向上への挑戦

第５章
魅力的な建設産業への
さらなる飛躍

３．生産支援
⑴ ＰＣ工事の品質確保
⑵ 共通基盤としての研究開発の推進

４．社会への働きかけ
⑴ 地域社会への貢献
⑵ 災害支援
⑶ 広報活動
⑷ 開かれた協会運営
⑸ ＳＤＧｓへの対応

５．PC建協のさらなる発展への原動力

第１章　PC事業の功績と将来への責務

第６章　PC建協の果たす４つの役割と今後の取組み
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